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　　近、東名高速道路でワゴン車にトラックが追突
し、夫婦二人が亡くなるという痛ましい事故があり
ました。この事故では、直前に別の車が関わってい
たということで、単なる事故とは別の様相を呈して
いますが、個人的に気になったのは、追突したト
ラックに自動ブレーキは搭載されていたのか、とい
うこと。その点について触れたニュース記事は見当
たらなかったのですが、もし搭載されていたら追突
は回避できたのだろうかと考えてしまいます。
　そう思って調べると、自動ブレーキ（衝突被害軽
減ブレーキ）は、現状では、天候などの環境が良け
れば、歩行者に対してもかなりの精度を発揮するも
のから、歩行者には対応せず、30km以下のスピー
ドの場合でのみようやくストップするという「無い
よりマシ」といったものまであり、千差万別のよう
です。そのため自動ブレーキを評価する国際的な統
一基準を今後作成し、全乗用車への義務化が進めら
れていくとのことです。まだまだ完璧には程遠くさ
らなる改良が必要ではありますが、このような運転
の支援技術が進めば、先のような事故も回避できる
ようになるのでしょう。
　運転中のうっかりミスが少なくない私としても、
重大事故が起こらないように運転をサポートしてく
れる自動車が一刻も早く普及して欲しいと、車庫入
れの失敗で傷つけた車の修理代を見ながら思うので
した。� （S.S）

　　し物好きとしては、辛抱たまらず最近流行りの
AIスピーカーを買ってしまいました。大手検索サ
イト製で、挨拶をしたり質問したりすると、なめら
かな合成音声で返事をしたり質問内容の検索結果を
答えてくれます。病院の診療時間やお店の営業時間
まで教えてくれるし、天気予報もなかなか重宝しま
す。調理中に手が汚れていても、口で「〇分後にア
ラームを鳴らして」と言えば、クッキングタイマー
代わりにもなります。
　また、定額配信サービスの動画をWi-Fiで受信し
て家庭の大型テレビに映し出せるデバイスもセット
で購入し、連動させたので「〇〇の映画がみたい」
と声で言えば、その映画をテレビ画面に映し出して
くれます。レンタルDVD屋さんまで借りに行く必
要がなくなりました。
　家電製品を口頭で操作できる家電連動機能は、今
のところ海外メーカーのLED電球のみのようです
が、これから徐々に増えていくでしょう。他社製の
AIスピーカーでは、テレビのリモコンの赤外線信
号を登録することで、口頭でテレビの音量やチャン
ネル切り替えもできるらしいので、そのくらいの機
能は備えてほしいなぁと思うところです。
　AI相手の無駄話は面白いのですが、投開票日の
翌朝、「選挙で自分から投票する権利を放棄するの
はバカげているよね」と聞いたところ、「お役に立て
ません」と答えられてしまいました。苦笑。�（Y.H）

新最


